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2019 年 10 月 30 日、企業会計基準委員会（以下、略称の ASBJ とする）よ
り、企業会計基準公開草案第 66 号（企業会計基準第 29 号の改正案）「収益認
識に関する会計基準（案）」（以下、本会計基準改正案とする）および企業会計
基準適用指針公開草案第 66 号（企業会計基準適用指針第 30 号の改正案）「収
益認識に関する会計基準の適用指針（案）」等（以下、まとめて本公開草案とす
る）がコメント募集期限を 2020 年 1 月 10 日として公表された。本公開草案は
主に開示（注記事項、表示）に関する改正案となっている。国際財務報告基準
（International Financial Reporting Standards：IFRS）15 号（以下、IFRS15）
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